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子ビームプラズマ相互作用形イオン源を試作し，その結果， 等価電流密度が 200 mA/cnf と高く，ビー
ムの規格化エミッタンスが En= 9. 4X i.O-7m • rad と非常に小さい，収束性のよい高密度水素イオン
ビームを得たことを述べている。
第 5 章では新形式電子ビームプラズマ・アーク混合 2段放電型イオン源を試作し，その結果，ビー



























るハイブリッド形イオン源を開発試作し，電流密度 260 mA/cnf，全電流1. 2Aの水素イオンビーム
の連続引出しを行い，大型化に必要な種々の基礎データを得ている。
(5) 大電流イオン源用の各種構成材料，特にイオン引出電極とその表面洗浄，冷却方法など連続出力
のための耐用性についても検討している。
以上の研究成果はイオン源工学，加速器工学の分野で貢献するところが大きい。よって本論文は博
士論文として価値あるものと認める。
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